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   Polarographic studies on various pathological condition in urogenital organs have 
been made by the author since 1956. The Brdicka's polarographic serum reaction has 
been clinically applied as one of the methods making a differential diagnosis for  carci-
noma, though it can not be considered to be a specific reaction only for cancer. 
   In this Report 1, at first, many previous articles describing the mechanism of  occur-
rence of the polarographic protein wave and the significances of the first and second 
waves and clinical significances of the filtrate and digest tests have been reviewed. 
Since the basic problems, however, on the mechanism of occurrence  of the protein wave 
have not yet been settled, it is not easy to appreciate each phenomenon exactly which 
appears in the reaction. Consquently, when it is tried to apply the polarographic serum 
reaction to a clinical examination, a limitation ofclinical use should always be taken 
into considerations. 
   The results of polarographic experiments on various pathological condition in uro-
genital organs will be shown in Report 2, and the relationship between those data and 
other clinical examinations will be described in Report 3.
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た血 清ポ ーラログ ラフ的癌 反応 の ことである.
しか しこの反応 は特 に癌特異性 でない とい う
点 で,こ こではOsterlind1。),Mttllern)達の
報文 に従 い,敢 て,癌 反応 と呼 ばないで血清蛋
白のポ ーラ ログ ラフ的 反応 な る表現を用い る.
本邦におけ る本反応の臨床医学への応用は比
較 的近年 で あつて,1940年以来 の笹 井等 の報告
とその紹 介ユ2-30).次いで滝本 ・和田53)等の業
績31-62)による貢献 が大 き く,近 時漸 くその医
学領域 におけ る実験的,臨 床的研究が旺 ん とな
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つて来 た.
著 者は1956年以来,泌 尿器科領域 に おける
各種疾患 についてポ ーラログ ラフ的研究 を行つ
て来 た.こ れ らの実験 成績は第2篇 に,そ して
臨床 的諸 検査成 績 との関係 につい ては第3篇 に
おいて報告 す る.
本法がBrdi6ka(1933)によつて 発表 され
て以来,そ の検 出感 度が高い にも拘 らず その発
生機構 の詳細が適確 に解 明され ない うちに,臨
床応用面の研 究が急速 に進 展 したた めに現在 な
お多 くの未解決の問題が残 され ている.従 つて
これの臨床応用の研究殊 に癌鑑別診断 に対 す る
評価には多 くの異論が述べ られ ている.そ れ故
著者は この反応が もつ臨床的意義 とその限界 を
把握 す る必要性 を感 じたので,研 究報告 に先立
ちその特性 と発展 の経過 を調 べ,こ れ らの点を
検討 し,更 に実験上 の基 本的事項 について述べ
る.な おポ ーラ ログラ フ法の医学 ・薬学 ・生物
学への 応 用についての 解説書75-83)および総説







































































TestgSteg4)と呼 ぶ)を 発 表 した.
すな わ ち瀕液 蛋 白波 は対 照 とのひ らきが 大 き く・ 反
応が鋭 敏で,直 接 法 とは逆 に癌 では 正 常 人 よ りも高 い





84.9%の陽性 牽 を 認 めた.
現在 癌 反応 と しては 直 接 法 よ りも陽性 率 が 高 く,そ
の変 性血 清 の不 安 定性 に反 し,炉 液 血 清 の安 定性 とい
う点か らも,炉 液 法 が好 んで 多 くの 臨床 的研 究 に用 い
られて い る.し か しな が ら炉 液 法 の場 合 で も直接 法 と
同 じく,非 特 異 性 反応 で あ る とい う致命 的 な 欠 陥 を ま
ぬが れ る こ とは 出 来 なか つ た,
癌 お よび炎 症 性 疾患 に お い て,こ の よ うな 共通 反応
が あ るこ とか ら,そ の 本 態 の解 明 を試 み るた め に これ
ら疾患 の病 態 生 化 学 的 究 明 と同時 に,血 清 蛋 白波 の 発
生 因子へ の追求 が行 わ れ た,
幸 い この炉 液 反応 因 子 に つ い て は,Waldschmidt-
Leitz・Mayergo・91・136》等 はMucoid様 物 質(Mc)で
あろ うと考 え,Winzler・Burklo4)等は初 めProteose
と考 えた が 後 にMucoprotein(Mp)であ る こ とを
明か に した105-111》.Waldron・Woodhousei12・113)およ
びWheatley・Valenta1!4)等もMpで あ るこ とを認
めてい る.笹 井 等18・23・24・29・30・115》,佐藤 柴 田 ・大 原
等32・53・55・61・62)も炉 液物 質 の物 理 化学 的性 状 はMpで あ
るこ とを同 定118-121)し,これ が 臨 床 的 に蛋 白波 波 高 の
増減 と化 学 分析 測 定 値 とに 平 行 す る こ とを 認 め て い る
116,117),
結 局 この充 進 した 炉 液反 応 の 本 態 はMpの 増 加 に
基 因す る現象 に ほか な らな い.従 つ て 本反 応 も癌 の場
合 のみ な らず,炎 症 性 疾 患 に お い て も同様 な 高値 を示
す こ とが 多 く,若 し こ の癌 性 の活 性 因 子 と非癌 性 の活
性因 子 とを何 等 か の方 法 に よつ て分 離 また は鑑 別 す る
ことが可 能で あ れ ば,癌 診断 の 目的 が達 せ られ るわ け
であ り,こ の 目的 に そ つ て い くつか の試 み が 行わ れ て
来た.
す なわ ちWaldschmidt・Leitz・Mayer91)のエ タ ノ
ール 分劃 ,Mtiller・Davis92『94)の直 接 反 応 波 高値 と瀕
液反応 波 高値 と の 比 を とる``Protein-lndex",佐藤
s5'36,45"48)の60%メタ ノール 瀕 液 とズ ル ホ サ ル チ ル酸
除蛋 白演液 の 波 高 比 を と る``SM・lnex",Butleri22}
のwholeserumtestとprecipitatedserurn
testとの波 高値 の差 とfiltratetestの波 高値 との 比





































のと類推した.しか しヘキサ ミン ・コバル ト(3価)
のアンモニア緩衝溶液中ではシステインによる接触波




























































































W1は 血清Mp,す なわち 蛋白と結合したPolysa-
ccharidesに起因し,W2はSHま たはSS基 に由来
するものと推論を述べている.
また滝本 ・和田53),佐藤 ・柴田 ・大原sa)等は炉液反
応物質の本態についてその物理化学的性状を検討した





















こと,コ バル ト塩では2価,3価 いずれでも変 りな










































































理法(レ線 ・紫外線 ・加熱等)に よるものと化学的処
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Meyer・Heckg8・i37)も本態 はMc様 物 質 と 考 えてい
る.Winzler・Burk等は 最 初SH活 性Polypeptide
(Proteose)と考 え104)・これ が癌 の 際増 加 す る と述 べ







の うちおそらくはMpな いしMcの 範疇に属する物
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